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報告ガイドラインはいつ使うべきか、 

なぜ必要なのか 

Richard Bradly Harris 

ThinkSCIENCE, Inc. | Publishing 

明確で透明性のある研究報告は、学

術研究が正しく評価され、正確に再

現されるためには不可欠です。その

ため、分野や研究の種類に応じた

様々な著者向けの報告ガイドライン

が提供されるようになりました。そ

の多くはチェックリストの形で構成

されており、研究者が方法、データ、結果を整理して記述するための標準

化されたフォーマットを提供しています。 

研究の透明性と再現性が求められる中、報告ガイドラインに従うことを著者に義務付け

るジャーナルが増加しています。しかし、報告ガイドラインにはどのようなものがあ

り、どのような研究を対象としているのでしょうか？今回の特集記事では、よく使用さ

れるガイドラインのいくつかを簡単にご紹介します。 

適切な報告ガイドラインの選択

適切な報告ガイドラインは、研究の種類や分野によって変わります。研究分野ごとに多

様な報告ガイドラインがありますが、それぞれが特定の種類の研究に合わせて作られて

おり、重要な情報が同じ基準で一貫して報告されるように設計されています。 

https://thinkscience.co.jp/ja
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医学、医療、およびその関連分野の研究では、健康研究の質と透明性の向上を目的に組

織された EQUATOR（Enhancing the Quality and Transparency of Health Research）Network

がガイドラインの主要な情報源であり、そこでは臨床試験、質的研究、症例報告など、

研究の種類別に報告ガイドラインが分類されています。Equator Wizardは、数多く存在

する報告ガイドラインを簡単に検索できるツールで、研究者が研究のデザインや分野に

基づき、適切なガイドラインを見つけるのに役立ちます。 

ジャーナルへの論文掲載を目指す場合は、まずターゲットジャーナルの著者向け投稿規

定を確認しましょう。多くのジャーナルは新規の投稿に対して報告ガイドラインの使用

を推奨または義務付けており、従うべき報告ガイドラインを指定しています。中には標

準のチェックリストを改変して使用しているジャーナルもあるため、各ジャーナルが指

定する要件を必ず確認しましょう。 

また、使用した報告ガイドラインは論文内に適切に引用する必要があります。それによ

り、引用した報告ガイドラインを参照して論文が構成されたことを示し、その基準に従

っているかどうかを読者や査読者が確認できるようにします。方法は様々ですが、多く

のガイドラインはどのように引用すべきかを具体的に指示しています。 

分野別の主要な報告ガイドライン 

医学および臨床研究 

医学や臨床研究の分野の報告ガイドラインは確立しており、主要な研究タイプはすべて

カバーされ、特定の専門領域に特化した拡張版を持つガイドラインも少なくありませ

ん。EQUATOR Networkは、これらのガイドラインを提供する中心的なハブとして機能

しています。 

• CONSORT (Consolidated Standards of Reporting Trials)：ランダム化比較試験の報告に

使用されるガイドラインです。1996年に発表され、2025年に最新の改訂が行われ

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.equator-network.org/
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https://www.penelope.ai/equator-wizard
https://www.consort-spirit.org/
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ました。使いやすいようにチェックリストとフローチャートが用いられ、多くのジ

ャーナルが新規投稿での提出を定めています。CONSORT Harms（ランダム化臨床試

験における潜在的な有害事象の報告）や CONSORT Herbal（臨床試験におけるハーブ

療法）など、特定の目的に対応した数多くの拡張版があります。 

• STROBE (Strengthening the Reporting of Observational Studies in Epidemiology)：疫学に

おける観察研究の報告を強化するために 2007年に作られた STROBEは、日本語版

を含む多言語に翻訳されています。コーホート研究、ケース・コントロール研究、

横断研究の 3つの研究タイプそれぞれのチェックリスト、ならびに拡張版は

EQUATORのウェブサイトで提供されています。 

• PRISMA (Preferred Reporting Items for Systematic Reviews and Meta-Analyses)：システ

マティックレビューとメタ解析に使用されるガイドラインです。文献の選定プロセ

スを適切に記載するためのチェックリストとフローチャートがあり、日本語版、ま

たいくつかの拡張版があります。 

• CARE (Case Report Guidelines)：症例報告のためのガイドラインです。CAREチェック

リストのほか、患者の診察時やカルテ審査を行う際に CAREガイドラインとの適合

性を確認するためのフローチャートもあります。 

• SPIRIT (Standard Protocol Items: Recommendations for Interventional Trials)：臨床試験

のプロトコルの報告に使用されるガイドラインで、CONSORTの補完として作成さ

れました（CONSORTと同様に 2025年改訂版の作成が進行中）。プロトコルの完全

性を確認するためのチェックリストがあり、英語以外の言語や拡張版は EQUATOR

ウェブサイトで提供されています。 

社会科学および心理学 

EQUATOR Networkのガイドライン群の多くは、特定の研究タイプによっては社会科学

や心理学分野の研究にも適用できます。 

https://thinkscience.co.jp/ja
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https://www.equator-network.org/wp-content/uploads/2013/09/CAREFlowDiagram-updated-2019.pdf
https://www.consort-spirit.org/
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• SRQR (Standard for Reporting Qualitative Research)：EQUATOR Networkのガイドライ

ン群の一つで、あらゆる分野の質的研究をカバーしており、質的研究法の透明性を

確保するためのチェックリストを提供しています。SRQRは Academic Medicineに全

文が公開され、補足資料には各項目の詳細が例とともに記載されています。 

• JARS (Journal Article Reporting Standards)：アメリカ心理学会（American Psychological 

Association）によって策定された JARSは、心理学および関連分野における量的研

究、質的研究、その両方を組み合わせた混合研究法の報告に関するガイドラインで

す。研究の内容に応じて、いくつかのより専門的なガイドラインも用意されていま

す。例えば、量的研究を対象とした JARS-QUANTや、人種、民族、および文化につ

いて論じる際の指針となる JARS-RECなどがあります。 

その他の分野 

医学や社会科学以外の分野では報告ガイドラインの使用はあまり普及していませんが、

一部の組織はベストプラクティスに関する指針を提供しています。例えば、電気・電子

工学分野の主要な学術団体である IEEEは、論文を発表する際の倫理的なガイドライン

を定めています。 

また、大手の出版社が独自の報告基準を設けている場合があります。その代表例が

Natureです。同社の Reporting Summary（研究報告要約）には、統計分析、ソフトウェ

アおよびコード、細胞株などに関する数多くの報告要件が詳述されており、同社から出

版されているほとんどのジャーナルに投稿する際に、そのフォームの提出が必須とされ

ています。 

生物学、生化学、およびその関連分野では、FAIRsharing（旧MIBBI Foundry）が、様々

な科学分野における報告ガイドラインとデータ基準を集約したデータベースを提供して

います。元々は生物学や生物医学研究のために最小限情報をまとめたチェックリストを

提供するハブとして設定されましたが、現在は生命科学分野を超えて、環境科学、人工

知能、材料科学などの分野にも対応する基準をカタログ化しています。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
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https://journals.ieeeauthorcenter.ieee.org/wp-content/uploads/IEEE-Author-Ethics-Guidelines.pdf
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FAIRsharingの主なガイドライン： 

• MIAME (Minimum Information About a Microarray Experiment)：マイクロアレイ法を

用いた遺伝子発現データを適切に文書化し、確実に再現可能とするためのガイドラ

イン。 

• MIAPE (Minimum Information About a Proteomics Experiment)：プロテオミクス研究

における質量分析データやタンパク質同定手法などに関する報告要件を提供。 

• MIxS (Minimum Information about any (x) Sequence)：ゲノミクスやバイオインフォマ

ティクス分野で広く使われるシーケンシング（配列決定）に基づいた研究報告のた

めに標準化された枠組み。 

FAIRsharingは、EQUATORのように必須の報告ガイドラインを管理するリポジトリでは

ありませんが、研究者がデータの透明性と再現性に関するベストプラクティスに沿って

研究報告をする際の貴重な情報源として機能しています。 

まとめ 

報告ガイドラインに従うことは、研究が透明で再現可能なものとなり、広範な学術コミ

ュニティにとっても価値あるものとなることにつながります。これらの基準は、研究者

が自らの研究結果を明確かつ一貫した方法で伝えることを助け、研究の比較や再現を容

易にします。 

ご自身の研究の報告ガイドラインについてサポートが必要な方は、私たちにお気軽にお

問い合わせください。多くのリソースの中から適した報告ガイドラインを選ぶお手伝い

をし、お客様の研究が最高の基準を満たすようサポートいたします。 
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